


Kindle（キンドル）とは、Amazon.comが開発・販売する

電子書籍リーダー端末、およびそのサービスの総称のことです。

この写真は専用端末のひとつである「キンドル・ペーパーホワイト」です。

実は、キンドル本という電子書籍は、このような専用端末がなくても読めます。大丈夫です。

あなたはiPhoneやiPad、Androidが入ったスマートフォンやタブレットはお持ちですか？
もし、持っているなら無料の「Kindleアプリ」を使えば、読むことができてしまいます。

本より軽いですし、200冊以上の書籍を保存できます。
通勤や通学、出張などの移動中のスキマ時間に読書をすることができます。

KindleにメールでPDFを送ると、通常のEブックと同様に読めたりもします。
そう、Kindle本を買わなくても、自分で持ってるファイルを持ち運ぶツールにもなります。

これだけではありません。



今日の時点で「４５，６０１冊もの無料キンドル本」が見つかりました。

これ、紙の書籍ではできないことです。印刷代などのコストがかかりますからね。

そして同じ本であっても、印刷コストがかからないので初めから安いことがほとんどです。

「本は枕代わりにならないとイヤだ！」という方でなければ、Kindle版で十分でしょう。
スマートフォンやタブレットを持っていたら、あとは「Kindleアプリ」を入れるだけです。

http://amzn.to/VphtgF


もし、「アマゾン」のアカウントお持ちでなければ、まずはアカウント登録から必要です。

画面の右上にある「サインイン」をクリックし、「新規登録はこちら」をクリックします。

http://www.amazon.co.jp/

アカウント登録を終え、ID（メールアドレス）とパスワードが登録できたら、準備完了です。

http://www.amazon.co.jp/


アプリをダウンロードするには、Appストアにアクセスし、

「Kindle」で検索してください。





Android端末で「Google Playストア」にアクセスし、

「Kindle」で検索してください。





これが「Kindleアプリ」を立ち上げた時の画面です。PDFファイルも保存できています。
Kindleメールに送っても良いですし、DropBoxなどにあるファイルを読み込むことも可能です。
※ 無料で使えるクラウドサービス「DropBox」　http://www.dropbox.com/

http://amzn.to/WzlFL6
http://db.tt/9hqRPLtR


「歯科治療費８００万円節約術 - 今すぐできる予防体質獲得プログラム」
これは私の著書で、Kindleでの出版処女作です。もし興味があれば見てみてください。

この本を使って、ちょっと面白いというか便利な機能を紹介したいと思います。

「ハイライト」といって、蛍光ペンでなぞったようにマーキングできるんです。

気になるフレーズや、キーワードを見つけたら、チェックしておくと良いかも知れません。

もっと便利だったり、面白い使い方もあるかと思いますので、色々試してみましょう。

ということで、あなたの「Kindleライフ」スタートの足がかりになりましたでしょうか。

「習うより、慣れろ」

そんな言葉もありますから、早速アプリを入れて 「Kindle本の世界」 を体感しましょう。

　

http://amzn.to/WzlFL6


この小冊子は、Kindleを知らない方向けに製作された無料レポートです。
多くの方にKindleユーザーになって頂きたいので、無償を条件に再配布できます。

また、Kindleでの出版に興味がある人が、もしいるようであれば、
私のFacebookページを「フィード購読」していただければ幸いです。
情報提供や何かしらのアドバイス、サポートができると思います。

http://www.facebook.com/hideki.yoshioka

この小冊子は、著作権法に守られた著作物です。

本作品の内容を無断で改変、改ざんなどを行うことは禁止します。

ただし、再配布権を付けておりますので、このまま配布することは可能です。

【再配布権付き無料小冊子】

名著を含む40,000冊以上の本を 「無料」で読む方法

Kindleがあれば 40,000冊を越える 有名な著書を
「無料」で読むことができるのを あなたはご存知でしたか？
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